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フォレスト益子のレストランの利用に関する基本協定書 

 

益子町（以下「甲」という。）と〇〇（以下「乙」という。）は、フォレスト益子のレ

ストラン（以下「本施設」という。）の利用に関し、次の条項により基本協定を締結す

る。ただし、本協定においては、「利用」を「運営管理」と読み替えるものとする。 

 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この協定は、フォレスト益子及び益子町天体観測施設の設置、管理及び使用料に関

する条例（平成５３年条例第２１号。以下「条例」という。）の規定に基づき、利用者（フ

ォレスト益子及び益子町天体観測施設の設置、管理及び使用料に関する条例第５条のフ

ォレスト益子及び益子町天体観測施設を利用しようとする者をいう。）の乙が行う本施設

の運営管理業務に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（信義誠実の原則） 

第２条 甲及び乙は、互いに協力し、信義を重んじ、本協定を誠実に履行するものとす

る。 

（運営管理を行う施設） 

第３条 乙が運営管理を行う施設は、次のとおりとする。 

名  称 フォレスト益子 

対象範囲 レストラン  ※別表第１「面積案分表」参照 

位  置 栃木県芳賀郡益子町大字益子４２３１番地 

（契約期間） 

第４条 本施設の運営管理を行う期間（以下「契約期間」という。）は、本協定の締結日

から２０２０年３月３１日までとする。 

２ 前項の契約期間が満了する２ヶ月前までに、甲乙双方が特段の意思表示をしない場合

は、契約期間を１年間延長するものとし、その後においても、また同様とする。 
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第２章 運営管理業務の実施 

第１節 運営管理の基準等 

（運営管理業務の実施の基本的な方針） 

第５条 乙は、消費者にとって魅力ある施設とし、特定の団体や個人に偏らないよう、公

平性を確保した透明性の高い運営管理業務を実施するものとする。 

（運営管理業務の範囲） 

第６条 乙は、レストランに関する業務を行うものとする。 

２ 前項の規定に定めるもののほか、必要に応じて甲乙が協議して定める業務を行うもの

とする。 

（規定の適用関係） 

第７条 乙は、本協定、条例及び関係法令等に従って、運営管理業務を実施するものとす

る。 

（運営管理業務の実施方法） 

第８条 乙は、本施設を清潔にし、かつその機能を正常に保持し、安全で快適に飲食でき

るよう、常に適正な施設の衛生管理及び維持管理並びに運営管理を誠実に実施するもの

とする。 

２ 乙は、事故防止、運営停止の防止等を常に心がけ、関係法令に基づき、設備を健全な

状態に維持管理することを目的として、設備の運転監視、日常巡視、定期保守点検等を

行うものとする。 

３ 乙は、施設の良好な環境を維持するため、計画的に日常清掃、定期清掃を実施するも

のとする。 

４ 同条第１項から第３項について、資格が必要な業務は、その有資格者が実施するもの

とする。 

（権利の譲渡等の制限） 

第９条 乙は、運営管理業務に係る乙の権利又は義務を、第三者に譲渡、又は引き受けさ

せてはならない。ただし、甲の承認を得たときは、この限りでない。 

（委託の制限） 

第１０条 乙は、運営管理業務の全部又は一部を第三者に委託してはならない。ただし、

甲の承認を得たときは、運営管理業務の一部を第三者に委託することができる。 

２ 前項の規定により、乙が運営管理業務を第三者に委託するとき、当該第三者の責めに

帰すべき事由により生じた損害及び増加費用については、すべて、乙の責めに帰すべき

事由により生じた損害及び増加費用とみなして、乙が負担するものとする。 

（保険への加入） 

第１１条 乙は、必要に応じて保険に加入するものとする。 

（総括責任者の配置） 

第１２条 乙は、乙の従業員の内、運営管理業務に関する総括責任者を配置するものとす
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る。また、当該責任者に係る事項を変更した場合は、甲に報告するものとする。 

（有資格者の配置） 

第１３条 乙は、乙の従業員の内、運営管理業務に法令等で定める資格を必要とする場合

は、その資格を有する者を配置するものとする。 

（人員の雇用） 

第１４条 乙は、乙の従業員を雇用するとき、町民を優先的に雇用するよう努めるものと

する。 

（苦情及び要望） 

第１５条 乙は、消費者から寄せられた苦情や要望等に応えることのできる体制を整え、

運営管理業務に反映するよう努めるものとする。 

（体制） 

第１６条 乙は、原則毎日（定休日を除く。）レストラン業務を行うものとする。 

（緊急時の対応） 

第１７条 乙は、消費者の急な病気・怪我等に対応できるよう緊急対応マニュアルを作成

し、事故等の発生時には近隣の医療機関と連携し、迅速かつ的確な対応を行うものとす

る。 

２ 乙は、災害時において、消費者の避難、誘導、安全確保に的確な対応を行うものとす

る。また、大規模災害等の発生時には、甲の指示に従い本施設の提供等に協力するもの

とする。 

第２節 運営管理業務に係る情報の取扱い 

（秘密保持義務） 

第１８条 乙は、本施設の運営管理業務に関して知り得た秘密（個人情報を除く。）及び

それらを通じて得た甲の行政事務等で一般に公開されていない事項を漏らし、又は自己

の利益のために利用してはならない。また、乙の契約期間が満了、若しくは契約の取り

消し後、又は従業員が職務を退いた後においても同様とする。 

２ 乙は、運営管理業務の一部を第三者に委託する場合には、当該第三者に対しても同様

の秘密の保持を義務付けるものとする。 

（個人情報の保護及び保持） 

第１９条 乙は、個人情報の保護の重要性を認識し、運営管理業務の実施にあたっては、

個人の権利利益を害することのないよう、個人情報の取扱いを適正に行うものとする。

また、乙の契約期間が満了、若しくは契約の取り消し後、又は従業員が職務を退いた後

においても同様とする。 

（情報の収集） 

第２０条 乙は、運営管理業務を行うために情報を収集するときは、運営管理業務を達成

するために必要な範囲内で、適法かつ適正な方法により行うものとする。 

（目的外利用及び提供の禁止） 
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第２１条 乙は、甲の指示又は承認があるときを除き、前条で知り得た情報を本施設の管

理の目的以外のために利用、又は第三者に提供してはならない。 

（適正管理） 

第２２条 乙は、運営管理業務に関して知り得た個人情報の漏洩、滅失、毀損の防止その

他の情報の適切な管理のために必要な措置を講じるものとする。 

 

第３節 損害賠償 

（損害賠償） 

第２３条 乙は、故意又は過失により本施設（常設設備を含む。）を損傷し、又は滅失し

たときは、それによって生じた損害を甲に賠償するものとする。ただし、甲が特別の事

情があると認めたときは、その全部又は一部を免除することができるものとする。 

（第三者への賠償） 

第２４条 乙は運営管理業務の実施において、乙に帰すべき事由により第三者に損害が生

じた場合、その損害を賠償するものとする。ただし、その損害が甲の責めに帰すべき事

由又は甲乙双方の責めに帰すことができない場合は、その限りではない。 

 

第４節 報告 

（報告書の作成等） 

第２５条 乙は、事業年度終了後すみやかに、次に掲げる事項について作成し、甲に提出

するものとする。 

（１）事業報告書 

（２）収支決算書 

（３）翌年度事業計画書 

（４）その他、町が必要と認める事項 

（その他の報告） 

第２６条 乙は、本施設で次に掲げる事項に該当する場合は、適切な処置を講じ、甲に報

告するものとする。 

（１）運営管理業務の全部又は一部を中止する必要が生じたとき 

（２）設備等に異常が発生したとき 

（３）災害及び火災等が発生したとき 

（４）重篤な急病・事故等が発生したとき 

（５）その他業務上、不測の事態が生じたとき 
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第３章 財務 

第１節 使用料及び管理費 

（使用料の額） 

第２７条 乙は、運営管理業務の実施に要する使用料を、甲に支払うものとする。 

２ 使用料の額は、本施設を使用して得た飲食代等収入（税抜）３％とし、１００円未満

は切り捨てた額とする。 

３ 前項で定めた使用料を変更すべき特別な事情が生じた場合には、その都度、甲乙が協

議して定めるものとする。 

（使用料の支払） 

第２８条 乙は、前条に規定する使用料を、６月、９月、１２月、翌年３月に分割して支

払うものとする。 

２ 前項の規定により分割して支払う額は、分割する月の月末までの３ヶ月分とし、乙は

その３ヶ月分の宿泊料等収入をすみやかに、甲に報告するものとする。 

３ 甲は前項の規定により報告された宿泊料等収入の額から使用料を算出し、乙に請求す

るものとする。また、乙は請求日から２０日以内に使用料を甲に支払うものとする。 

（管理費の負担割合） 

第２９条 運営管理業務に関する管理費の負担については、別表第１「面積案分表」に掲

げるとおりとする。 

 

第２節 リスク分担及び備品 

（リスクの分担） 

第３０条 運営管理業務に関する甲と乙の間のリスクの分担については、別表第２「リス

ク分担表」に掲げるとおりとする。 

２ 前項の規定に基づく費用負担について、緊急を要する場合は甲に代わって乙が負担

し、適切な処置を行うことができる。この場合において、甲は負担費用を確保した時点

で速やかに乙の負担した費用を支払うものとする。 

３ 第１項に定める事項で疑義がある場合又は第１項に定める事項以外の場合は、甲乙が

協議してリスクの分担を決定する。 

（乙による備品の購入） 

第３１条 乙の任意により、自己の費用で備品及び消耗品を購入又は調達し、運営管理業

務の実施の用に供することができる。（以下「調達備品」という。） 

 

第３節 飲食代金 

（飲食代金） 

第３２条 乙は、飲食代金を自己の収入として収受するものとし、その事務は、乙が行う

ものとする。 
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第４章 契約の解除等 

（運営管理業務上の対応） 

第３３条 乙は、運営管理業務の遂行が困難となったとき又はそのおそれが生じたとき、

遅滞なく、その旨を甲に申し出るものとする。 

２ 乙の責めに帰すべき事由により運営管理業務の遂行が困難となったとき又はそのおそ

れが生じたとき、甲は乙に対して改善勧告を行い、期間を定めて改善策の提出及び実施

を求めることができる。 

３ 不可抗力その他甲又は乙の責めに帰することができない事由により、運営管理業務の

継続が困難となったとき又はそのおそれが生じたとき、甲と乙は運営管理業務の継続に

ついて協議するものとする。 

（契約の取消し及び業務の停止） 

第３４条 甲は第５条の規定により、乙が次の各号のいずれかに該当すると認めるとき

は、該当する理由を乙に明示した上で、その契約を取り消し、又は期間を定めて運営管

理業務の全部若しくは一部の停止を命じることができる。 

（１）乙が、関係法令、条例及び規則又は本協定に違反及び著しく不適当と認められる

とき 

（２）乙の経営状況の悪化等により、運営管理業務を継続することが不可能又は著しく

困難であると認められるとき 

（３）政治的又は宗教的活動等を行った場合など、乙に運営管理業務を行わせておくこ

とが社会通念上著しく不適当と判断されるとき 

（４）その他乙による運営管理を継続することが適当でないと認められるとき 

（契約の取消し等により生じた損害） 

第３５条 前条の規定により甲が乙との契約を取消し、又は期間を定めて運営管理業務の

全部又は一部の停止を命じた場合において、甲は、これによって乙に生じた損害を賠償

する責めを負わないものとする。 

２ 前項の規定に定めるもののほか、乙の都合により甲との契約を満了前に解除した場合

も同様とする。 
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第５章 引渡し 

（本施設の引渡し） 

第３６条 乙は、契約期間が満了したとき又は契約が取り消されたときは、施設、設備及

び備品を甲の指定する期日までに、自己の費用で原状に回復した上で、甲に引き渡すも

のとする。ただし、通常の使用における経年劣化及び甲が原状回復を要しないと認めた

ものについてはこの限りでない。 

２ 甲は、乙が正当な理由がなく前項に規定する原状に回復する義務を怠ったときは、乙

に代わって現状に回復するための適当な処置を行うことができる。この場合において、

乙は、甲の処置に要した費用を支払うものとする。 

（調達備品の引渡し） 

第３７条 調達備品は、原則として乙が自己の責任と費用で撤去又は撤収するものとす

る。ただし、甲と乙が協議し、両者が合意した場合についてはこの限りでない。 
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第６章 雑則 

（名称等の変更の届出） 

第３８条 乙は、名称、主たる事務所の所在地、代表者又は定款の内容を変更したとき

は、遅滞なく、その旨を甲に届け出なければならない。 

（環境への配慮） 

第３９条 乙は、本施設の運営管理業務にあたっては、「益子町第２次環境基本計画」に

よる環境負荷低減を図り、電気等の効率利用、廃棄物の発生抑制、リサイクルの推進、

環境負荷の低減に資する物品等の調達など、環境への配慮に努めるものとする。 

（協定の改定） 

第４０条 本協定の締結後、法令の改廃、不可抗力その他特別な事情が生じたときは、甲

乙協議の上、この協定を改定することができる。 

（疑義等の解決） 

第４１条 本協定に定める事項について疑義が生じたとき又は本協定に定めのない事項が

あるときは、必要に応じて甲乙が協議して定めるものとする。 

 

 

以上の協定締結の証として、この証書２通を作成し、双方記名押印の上、各自１通を保 

有する。 

 

年 月  日 

 

甲 栃木県芳賀郡益子町大字益子２０３０番地 

益子町長 

 

乙 〇〇 
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別表第１ 

面積案分表 

 区分 面積 
管理 

甲 乙 

 宿泊室（１０部屋） ２５１．７７０㎡ ○  

リネン室 １１．０５０㎡ ○  

休憩室 ８５．４６０㎡ ○  

事務室 １９．６３０㎡ ○  

更衣室 １２．５７０㎡ ○  

管理室 １７．１５０㎡ ○  

展示室 １２２．５９０㎡ ○  

展示倉庫 １７．８８０㎡ ○  

研修室 ５２．５４０㎡ ○  

トイレ ３４．２７０㎡ ○  

レ

ス

ト

ラ

ン

内 

客室 ８９．８９０㎡  ○ 

厨房 ２４．０２０㎡  ○ 

食品・器庫 ６．９２０㎡  ○ 

厨房倉庫 ５．４４０㎡  ○ 

トイレ １１．３００㎡  ○ 

倉庫 １１．９６０㎡  ○ 

計 ７７４．４４０㎡ ６２４．９１０㎡ １４９．５３０㎡ 

 

 全体 ガラス 空調 

甲 ６２４．９１０㎡ …Ａ ５８７．０００㎡ …Ｄ ３１５．２５０㎡ …Ｇ 

乙 １４９．５３０㎡ …Ｂ ３０．０００㎡ …Ｅ ８９．８９０㎡ …Ｈ 

合計 ７７４．４４０㎡ …Ｃ ６１７．０００㎡ …Ｆ ４０５．１４０㎡ …Ｉ 

 

点検・清掃費用等 甲 乙 

消防設備・警備 費用×Ａ/Ｃ（８０．６９％） 費用×Ｂ/Ｃ（１９．３１％） 

ガラス 費用×Ｄ/Ｆ（９５．１４％） 費用×Ｅ/Ｆ（４．８６％） 

空調機 費用×Ｇ/Ｉ（７７．８１％） 費用×Ｈ/Ｉ（２２．１９％） 

電気保安等 費用×甲の電気料/甲乙合計の電気料 費用×乙の電気料/甲乙合計の電気料 

浄化槽・受水槽 費用×甲の水道料/甲乙合計の水道料 費用×乙の水道料/甲乙合計の水道料 

 

備考  

１ 空調は、展示室、休憩室、事務室、展示倉庫、研修室、管理室、客室の面積とする。 

２ 電気料・水道料は直近の年間使用料金の実績とする。 

３ 防犯カメラ・道路看板照明関連経費の負担は、乙とする。 
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別表第２ 

リスク分担表          

種  類 内  容 甲 乙 

周辺地域・住民

及び消費者への

対応 

地域との協調 

施設の運営管理業務の内容に対する住民及び消費者からの反対、訴

訟、要望等への対応 

上記以外の対応 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

不可抗力 不可抗力（暴風、豪雨、洪水、地震、落盤、火災、争乱、暴動その他

の町又は指定管理者のいずれの責にも帰すことのできない自然的又は

人為的な現象）に伴う施設・設備等の修復による経費の増加 

不可抗力による業務の変更、中止又は延期によるもの 

○  

 

 

○ 

第三者への賠償 運営管理者としての注意義務を怠ったことによるもの 

上記以外の理由により損害を与えた場合 

 

○ 

○ 

運営リスク 

 

施設、機器等の不備若しくは施設管理上の瑕疵又は火災等事故による

臨時休館等に伴う運営リスク 

改修、修繕、保守点検等による施設の一部の利用禁止 

 ○ 

 

○ 

業務の中止、延

期 

施設所有者の責任による遅延又は中止 

利用者の責任による遅延又は中止 

利用者の業務放棄又は破綻 

○  

○ 

○ 

施設・設備・備

品の損傷 

 

 

経年劣化によるもの（本施設及び甲が設置したもの） 

経年劣化によるもの（上記以外） 

第三者の行為から生じたもので相手方が特定できないもの（単価２０

万円未満のもの） 

第三者の行為から生じたもので相手方が特定できないもの（上記以

外） 

事業者による運営管理上の瑕疵によるもの 

※単価は、原状回復（同等）の処置にかかる費用 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

安全性の確保及

び環境の保全 

維持管理、運営における安全性の確保及び周辺環境の保全（応急措置

を含む。） 

 ○ 

セキュリティ 警備不備による情報漏えい、犯罪発生等  ○ 

事業終了時の費

用 

契約期間が終了した場合又は期間中途における業務を廃止した場合に

おける事業者の撤収費用等 

 ○ 

 


